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グレイトブランド物語
Great Brand Story

世
界
最
大
の
旅
客
機
メ
ー
カ
ー
の
始
ま
り
の
と
こ
ろ
に
は

も
っ
と
優
れ
た
飛
行
機
を
飛
ば
し
た
い
願
う

ウ
イ
リ
ア
ム 

Ｅ
． ボ
ー
イ
ン
グ
と
い
う
人
物
の
情
熱
が
あ
っ
た
。

「
金
ぴ
か
時
代
」と
呼
ば
れ
た
19
世
紀
末
の
ア
メ
リ
カ
で「
材
木
王
」に
な
っ
た

ラ
ン
バ
ー
マ
ン
と
航
空
会
社
ボ
ー
イ
ン
グ
と
の
意
外
な
つ
な
が
り
。

　

ア
メ
リ
カ
だ
け
で
な
く
世

界
を
代
表
す
る
航
空
機
会
社

に
な
っ
た
ボ
ー
イ
ン
グ
社
は
、

ウ
イ
リ
ア
ム 

Ｅ
． ボ
ー
イ
ン

グ
に
よ
っ
て
1
9
1
6
年
に

シ
ア
ト
ル
で
始
ま
っ
て
い
る
。

1
9
0
3
年
の
ラ
イ
ト
兄
弟

に
よ
る
人
類
初
の
飛
行
機
の

誕
生
か
ら
13
年
後
の
こ
と
だ
。

ボ
ー
イ
ン
グ
自
身
は
中
西
部

の
デ
ト
ロ
イ
ト
生
ま
れ
で
あ

る
。
ド
イ
ツ
移
民
だ
っ
た
父

親
の
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
、
一

代
で
材
木
王
と
呼
ば
れ
る
ほ

ど
成
功
し
た
人
物
だ
っ
た
。

け
れ
ど
息
子
で
あ
る
ウ
イ
リ

ト
ル
で
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
テ

ィ
ン
バ
ー
社
を
興
し
て
い
る
。

　

材
木
会
社
か
ら
航
空
機
会

社
を
始
め
る
ま
で
に
は
、
大

き
な
飛
躍
が
あ
っ
た
こ
と
に

な
る
。
け
れ
ど
時
間
に
す
れ

ば
8
年
間
と
い
う
隔
た
り
に

し
か
な
ら
な
い
。
そ
の
間
に

何
が
あ
っ
た
の
か
。
ま
ず
な

に
よ
り
も
ボ
ー
イ
ン
グ
が
当

時
、
最
新
の
乗
り
物
だ
っ
た

飛
行
機
に
強
く
魅
了
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
大
き
い
。
海
軍

の
造
船
技
師
だ
っ
た
ジ
ョ
ー

ジ 

Ｃ
． ウ
エ
ス
タ
ー
ベ
ル
ト

と
い
う
人
物
を
紹
介
さ
れ
、

【ボーイング物語】

ア
ム 
Ｅ
． ボ
ー
イ
ン
グ
が
8

歳
の
時
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

成
人
し
た
彼
が
西
海
岸
に
や

っ
て
き
た
理
由
は
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
と
ワ
シ
ン
ト
ン

州
に
父
親
が
生
前
買
っ
て
お

い
た
山
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

り
、
1
9
0
8
年
に
は
シ
ア

上）1916年に完成したボーイングの第1号機
B&Wは、125馬力のエンジンを積んで時速75
マイル、飛行航続距離320マイルの性能を持
つ複葉の水上機だった。左）最初の社屋はシア
トルを流れるドゥワミッシュ川に面して建て
られレッドバーンと呼ばれた。この建物は現
在、シアトルの飛行博物館に残されている。

ティンバーバロン、材木王と呼ばれた人物を
父に持つウイリアム E. ボーイング自身、20
代早々に親譲りの財産をしのぐ富を築いた。

彼
と
実
際
に
飛
行
機
を
飛
ば

す
経
験
も
し
た
。
そ
の
上
で
、

自
分
た
ち
な
ら
も
っ
と
優
れ

た
飛
行
機
が
つ
く
れ
る
は
ず

だ
と
考
え
て
実
行
し
た
。
完

成
し
た
第
1
号
機
は
木
製
の

小
さ
な
水
上
機
だ
っ
た
。
そ

れ
に
ふ
た
り
の
頭
文
字
を
つ

け
て
Ｂ
＆
Ｗ
と
い
う
名
前
を

付
け
た
。
最
初
の
社
名
は
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
エ
ア
ロ
プ
ロ
ダ

ク
ツ
社
だ
っ
た
が
、
1
9
1

7
年
に
ボ
ー
イ
ン
グ
エ
ア
プ

レ
ー
ン
社
に
改
め
た
。

　

当
初
は
小
規
模
に
水
上
機

を
製
作
す
る
だ
け
だ
っ
た
が
、

ほ
と
ん
ど
間
を
お
か
ず
に
ア

メ
リ
カ
が
第
1
次
大
戦
に
参

戦
す
る
時
代
を
迎
え
た
。
当

時
の
写
真
を
見
る
と
レ
ッ
ド

バ
ー
ン
と
通
称
さ
れ
て
い
た

ボ
ー
イ
ン
グ
の
本
社
建
物
の

そ
ば
で
は
、
軍
の
衛
兵
が
銃

を
手
に
見
張
り
に
立
っ
て
い

る
。
ボ
ー
イ
ン
グ
が
軍
用
機

の
量
産
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
っ
た
か
ら
だ
。以
降
は
、郵

便
機
や
近
代
旅
客
機
の
始
祖

で
あ
る
金
属
製
単
葉
引
き
込

み
脚
の
双
発
旅
客
機
2
4
7

な
ど
革
命
的
な
機
種
を
続
々

開
発
し
て
、
大
企
業
へ
の
道

を
進
み
始
め
る
。
後
に
現
在

の
航
空
会
社
大
手
、
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
航
空
と
な
る
ボ
ー
イ

ン
グ
・
エ
ア
・
ト
ラ
ン
ス
ポ

ー
ト
社
を
設
立
し
た
が
、
反

ト
ラ
ス
ト
法
に
よ
り
1
9
3

4
年
に
手
放
し
て
い
る
。

　

ボ
ー
イ
ン
グ
社
の
経
営
は

一
時
苦
境
に
陥
る
が
、
1
9

3
6
年
に
陸
軍
へ
の
大
型
爆

撃
機
Ｂ-

17
フ
ラ
イ
ン
グ
フ

ォ
ー
ト
レ
ス
採
用
を
勝
ち
取

り
契
約
を
結
ん
だ
。
Ｂ-

17

は
速
度
、
航
続
力
、
爆
弾
搭

載
量
な
ど
す
べ
て
の
面
で
当

時
の
水
準
を
超
え
て
い
た
。

1
9
4
0
年
に
は
Ｂ-

29
ス

ー
パ
ー
フ
ォ
ー
ト
レ
ス
大
型

爆
撃
機
を
開
発
し
、
4
千
に

迫
る
機
が
生
産
さ
れ
た
。

右）5000機目の製造を記念して、飛行機づくりに
かかわった者たちがB-17Gの機体にサインを残
す。フル稼働時にボーイングの工場では同機を1日
16機完成させる力があった。
左）747の完成は1969年。1973年の747SR第1号機
は日本ではジャンボジェットとして親しまれた。
写真にあるこの機は、後にNASAで使われた。

Photo Courtesy of Boeing
Photo/Koku-Fan
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一人
ひ
と
り
の
人
間
が
す
る

仕
事
が
集
ま
る
と

巨
大
で
複
雑
な
機
械
が
空
を
飛
ぶ
。

　

第
2
次
大
戦
直
後
か
ら
、

ジ
ェ
ッ
ト
機
時
代
が
本
格
化

す
る
。
ボ
ー
イ
ン
グ
で
は
ジ

ェ
ッ
ト
旅
客
機
の
始
祖
と
な

る
3
6
7-

8
0
を
1
9
5

4
年
7
月
に
初
飛
行
さ
せ
、

こ
の
機
を
ベ
ー
ス
に
し
て
7

0
7
を
つ
く
っ
て
い
る
。
中

距
離
用
の
7
2
7
、
短
距
離

用
7
3
7
と
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

機
を
送
り
出
し
た
時
代
に
、

ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
メ
ー
カ
ー

と
し
て
の
地
歩
を
固
め
た
。

　

大
量
航
空
輸
送
時
代
が
始

ま
っ
た
1
9
6
0
年
代
に
真

っ
先
に
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト

7
4
7
を
送
り
出
し
た
。
憧

れ
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ

た
空
の
旅
は
、
70
年
代
に
入

る
と
グ
ッ
と
身
近
に
な
っ
た
。

そ
れ
を
大
型
旅
客
機
の
発
達

が
後
押
し
し
て
い
た
。

　

個
人
が
航
空
機
で
旅
す
る

こ
と
が
一
般
化
し
始
め
た
矢

先
に
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が

や
っ
て
き
た
。
た
と
え
空
の

上
で
も
、
地
上
の
し
ば
り
か

ら
逃
れ
ら
れ
る
は
ず
も
な
く
、

2
0
0
席
ク
ラ
ス
の
7
5
7

と
、
2
5
0
席
ク
ラ
ス
の
7

6
7
を
そ
れ
ぞ
れ
1
9
8
2

年
と
81
年
に
初
飛
行
さ
せ
て
、

ボ
ー
イ
ン
グ
は
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
機
種
を
送
り

出
す
。
し
か
も
機
長
、
副
操

縦
士
、
航
空
機
関
士
の
3
人

乗
務
で
飛
ば
し
て
い
た
シ
ス

テ
ム
を
航
空
機
関
士
を
除
い

た
2
人
で
運
航
で
き
る
よ
う

に
し
た
。
そ
し
て
1
9
9
0

年
代
初
頭
に
開
発
し
た
7
7

7
は
現
在
も
生
産
が
つ
づ
く
。

上）ベトナム戦争中の1972年、ラインバッカ
ー作戦に従事するB-52。この爆撃機が初飛
行したのは1952年で、今も現役である。右）
ワールド・エアウェイズがベトナム戦争当
時、軍事輸送用に飛ばした727。右下）完成し
たばかりの707第1号機を前に関係者が集ま
っている。707の背後にはB-52が居並ぶ。

上下）製造に携わった人びとが取り囲む機はシアトルの工場から第6,981番目に出ていくB-17だ。全12,731機つくられたB-17のうちボーイングが6,981機、ダグラスが3,000機、ロッキードが2,750機を製造した。

スーパーフォートレスと呼ばれたB-29。第2次大戦時代の太平洋戦線を飛んだ代
表的な爆撃機である。原爆を投下したエノラ・ゲイとボックスカーもB-29である。

上）第2次大戦時代にボーイングのレントン工場に並べられたB-29のドーサルフィン。下段右から左へ）1982年と1983年にそれぞれ運用開始になったセミワイドボディ機の767（左）とそれよりひと回りほ
っそりした757（右）。ピードモントエアラインが1968年に飛ばしていた737。日本航空と全日空でも採用したワイドボディの777。最後は707。ジェット機は第2次大戦末期に戦闘機として登場していたが、民
間の旅客機にジェット機時代を開いたのはボーイングだった。707の開発は1950年代初期に着手されていた。パンアメリカン航空がパリとニューヨーク間にこの707を飛ばしたのは1958年のことである。

第2次大戦時代のB-17からボーイン
グには大型の飛行機を大量に生産す
る会社というイメージが生まれた。

Photo/USAF

5859

0802MM056-061_GB.indd   58-590802MM056-061_GB.indd   58-59 2010/12/20   18:22:572010/12/20   18:22:57



多彩な光の演出が可能な
LED照明がキャビンを照らす。

ボーイングのエベレット工場で組み上がる787の完
成機はシアトル生まれになるが、主翼や胴体など機
体全体の約35％を三菱、川崎、富士の重工3社が分担
して製造している。国際分業化された完成品を運ぶ
ために専用の輸送機がつくられている。日本で製造
された胴体を積み込んでいる輸送機の模式図（真上）
を見ると、尾翼を含む胴体後部がぱっくりと口を開
けているようすがわかる。積み込みが完了したらそ
の部分はヒンジ留めするかのようにして閉じられる。

各国のエアラインが導入を決めている787ドリームライナーだが、真っ先に飛ばすのは日本の全日空と決まっている。
787の外観上の特徴はまず主翼が、滑空するトリの羽を連想させるかのような独特のかたちをしている。子どもが飛
行機のジェスチャーをする時のようでもある。エンジンカバーの後ろの縁が波形になっている箇所も注目点だ。まる
でカップケーキのようだが、このかたちには騒音を減らすという現実的な目的がある。そして二酸化炭素や窒素酸化
物の排出量抑制とあわせて環境への負荷を減らす努力も現代の航空機には欠かさず求められるところだ。

　

7
8
7
ド
リ
ー
ム
ラ
イ
ナ

ー
は
ボ
ー
イ
ン
グ
が
、
21
世

紀
に
開
発
し
た
中
型
ジ
ェ
ッ

ト
旅
客
機
で
あ
る
。
今
年
末

に
は
全
日
空
へ
世
界
で
最
初

に
引
き
渡
さ
れ
る
。
こ
の
機

の
開
発
は
2
0
0
3
年
1
月

に
7
Ｅ
7
計
画
と
し
て
発
表

機
体
構
造
な
ど
に
よ
り
従
来

よ
り
約
20
％
効
率
を
高
め
る

も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

開
発
、
製
造
準
備
に
は
ボ

ー
イ
ン
グ
が
採
っ
て
き
た
国

際
分
業
を
さ
ら
に
進
め
イ
タ

リ
ア
、韓
国
、フ
ラ
ン
ス
、ド

イ
ツ
な
ど
の
44
の
企
業
が
参

加
し
て
い
る
。
な
か
で
も
日

本
を
代
表
す
る
重
工
会
社
3

社
の
貢
献
度
は
大
き
く
、
主

翼
や
胴
体
な
ど
機
体
全
体
の

約
35
％
を
占
め
る
。
ま
た
東

レ
が
炭
素
繊
維
材
料
、
ブ
リ

ジ
ス
ト
ン
が
タ
イ
ヤ
、
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
と

機
内
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
・

シ
ス
テ
ム
を
担
当
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客

機
と
い
え
ば
お
も
に
ジ
ュ
ラ

ル
ミ
ン
製
だ
っ
た
。
7
8
7

は
炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
を
は
じ
め
と
し
た
複
合

さ
れ
た
。
間
に
挟
ま
る
Ｅ
は

「E
fficiency

、効
率
」
の
こ

と
だ
。
ス
ピ
ー
ド
よ
り
効
率
、

つ
ま
り
経
済
性
が
な
に
よ
り

重
視
さ
れ
て
い
る
。

　

2
0
0
4
年
4
月
、
世
界

に
先
が
け
全
日
空
が
50
機
発

注
す
る
こ
と
を
決
め
、
開
発

計
画
が
正
式
に
ス
タ
ー
ト
し
。

同
年
12
月
に
は
日
本
航
空
も

30
機
を
発
注
、
現
在
ま
で
57

の
航
空
会
社
か
ら
約
8
5
0

機
の
注
文
を
数
え
て
い
る
。

　

当
初
7
Ｅ
7
と
呼
ば
れ
た

名
称
は
、
2
0
0
5
年
に
は

7
8
7
と
改
め
た
。「
ド
リ
ー

ム
ラ
イ
ナ
ー
」
の
名
前
は
一

般
公
募
で
決
ま
っ
た
。
機
体

は
現
行
の
主
力
中
型
機
、
7

6
7
を
置
き
換
え
る
2
5
0

〜
3
0
0
席
ク
ラ
ス
で
、
低

燃
費
エ
ン
ジ
ン
を
採
用
し
、

整
備
コ
ス
ト
の
か
か
ら
な
い

材
を
使
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
な
ど
の
軽
合

金
と
比
べ
て
も
さ
ら
に
軽
く

し
か
も
強
度
が
高
い
。
機
体

が
軽
く
仕
上
が
れ
ば
燃
費
が

向
上
す
る
。
そ
れ
に
金
属
で

は
な
い
複
合
材
に
は
錆
び
の

心
配
が
な
い
の
で
、整
備
に
か

か
る
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
る
。

　

エ
ン
ジ
ン
は
ジ
ェ
ネ
ラ
ル

エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
の
Ｇ
Ｅ

ｎ
ｘ
と
ロ
ー
ル
ス
ロ
イ
ス
社

の
ト
レ
ン
ト
1
0
0
0
と
い

う
2
種
類
の
新
型
エ
ン
ジ
ン

か
ら
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
航
空

会
社
が
選
択
す
る
。
ど
ち
ら

も
新
素
材
を
採
用
す
る
な
ど

し
て
軽
量
で
低
燃
費
を
実
現
、

こ
れ
だ
け
で
8
％
の
効
率
化

を
図
る
と
し
て
い
る
。
な
お

製
造
さ
れ
る
タ
イ
プ
は
1
万

4
0
0
0
㎞
以
上
飛
べ
る
長

距
離
型
で
2
5
0
席
ク
ラ
ス

の
7
8
7-

8
と
、
同
長
距

離
型
で
3
0
0
席
ク
ラ
ス
の

7
8
7-

9
の
2
タ
イ
プ
だ
。

太い胴体を持つ787の恩恵がキャビン内のレ
イアウトにあらわれている。従来より窓は大
きく、天井高と合わせて空間全体がゆったり
している。また目には見えないが、787ではキ
ャビン内の気圧が高く保てるためにこれまで
より疲れを感じることなくフライト時間を過
ごせるという。これらは機体に強度の高い複
合材を使用していることで生まれた特徴だ。

21
世
紀
の
空
に

迎
え
ら
れ
る
ボ
ー
イ
ン
グ
の

7
8
7
ド
リ
ー
ム
ラ
イ
ナ
ー
。

丸型のメーター類はほとんど姿を消した787ドリームライナーのコックピット。大型のLCDのライトが近未来的な光を放つ。
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